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、僅 大りる様 者 寄 氏 町上たす配
文に 野、大でと進の 、村るれ分
永治 一大野あな す 関 志は三ばさ
・ 寺 族野せるり る 発 賀五聖、れ
弘院 の庄る。実こに 村十寺丘領た
安主 支下大す際とよ がーで）家所
と職 配村野なのにる 七百j 、は領
いを すの九わ下よも 十、面、の
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本領として支配し、比較的強く惣 権を維持 る。しかしこ が文永・弘安 役を経過するや、大野庄雑掌と泰朝の聞に下地中分が行なわれ‘泊寺院主職をめぐ
っ
て泰朝と基直後家尼善阿と相論している、これには永仁の徳政の反映がみ
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